
 

センター内 PC端末の利用方法 
 

総合情報処理センターに設置されている PC 端末の利用方法について紹介します。各端末室の PC 設

置台数は以下の通りとなっています。 

 

第１端末室  47 

第２端末室  55 

オープン端末室  30 

第２オープン端末室 20 

第１システム開発室 9 

 

第１端末室と第２端末室は授業で利用している時間以外、それ以外の端末室は平日の 8:30～17:00 の

間、自由に利用できます。また、平日 17:00～22:00の間は第１端末室(授業で利用していない時間のみ)、

第２オープン端末室、第１システム開発室の時間外利用が可能です。 

 

１．起動 

 

PC を起動するには、本体前面の電源ボタンを押します。ディスプレイの電源は本体電源に連動して

いますが、連動して ONにならない場合は、ディスプレイの電源も入れてください。本体、ディスプレ

イとも、電源を入れると LEDが点灯します。 

 

※第２オープン端末室では、本体の電源を入れる前にMOドライブの電源を入れてください。そうしな

いと、MOドライブが本体に認識されません。 

 

２．ログオン 

 

電源を入れてしばらくすると、青い画面が表示された後「ログオンするには Ctrl+Alt+Delを押してく

ださい」と表示されますので、[Ctrl]キーと[Alt]キーと[Del]キーを同時に押してください。「ユーザー名

とパスワードを入力して下さい。」と表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力し、ドメインを選

択して[OK]をクリックするとログインできます。 

 

1) 「ユーザー名」は利用承認書に記載されている８桁の「利用者 ID」のことです。 

2) 「パスワード」は利用承認書に記載されている「初期パスワード」です(パスワードを変更していない場合)。パ

スワードを入力すると入力した文字の数だけ「*（アスタリスク）」が表示されます。他人にパスワードがわからな

いように表示されなくなっています。入力するときは大文字と小文字などに注意してください。 

3) 「ドメイン名」は利用種別によって異なります。以下のとおりドメイン名を選択して下さい。利用種別は利用者

IDの末尾のアルファベットで区別できます。 

 

総合情報処理センター

　内   線 7474
　E -m ail center@ cc.kagoshim a-u.ac.jp
　UR L   http://w 3.cc.kagoshim a-u.ac.jp/
　　　　　　監修　広報専門委員会

総合情報処理センタークリップボード

_
IPC Inform atio

n

Processing
C enter ＜その 13＞ 



利用種別 ID末尾  ドメイン名 

研究利用 （r ～ z） KUNIV_IPC_RES_1 

専門教育利用 （a ～ j, l ～ q） KUNIV_IPC_EDU_1 

共通教育利用 （k）  KUNIV_IPC_EDU_2 

 

※ドメイン名を選択するには、右側の下向きの三角形をクリックして一覧表示し、選択したいドメイン名をクリッ

クして下さい。 

 

ユーザー名、パスワード、ドメイン名のいずれかが間違っているとログオンできません。その場合は

もう一度ユーザー名、パスワードを入力し、ドメイン名を選択して[OK]をクリックしてください。 

利用種別に対応したドメイン名を選択できない場合、その利用者 ID ではその端末の利用はできませ

ん。別の利用者 ID を利用するか、別の端末を利用して下さい。現在のところ、共通教育利用の利用者

ID（末尾が k）では、センター端末室の端末の利用はできません。共通教育利用の場合は共通教育棟端

末室を利用してください。 

 

３．アプリケーションの利用 

 

ログオンに成功すると、初期画面となります。 

アプリケーションを起動するには、画面左下の[スタート]をクリックしてスタートメニューを表示さ

せ、マウスカーソルを[プログラム]の上に移動します。するとさらにプログラムメニューが表示されま

すので、サブメニューの上にマウスカーソルを移動し、起動したいアプリケーション名を表示させてア

プリケーション名をクリックします。 

デスクトップの[プログラム]ショートカットをダブルクリックすると、サブメニューに相当するフォ

ルダが表示されます。フォルダをダブルクリックするとアプリケーションアイコンが表示されますので、

それをダブルクリックしてアプリケーションを起動させることもできます。 

アプリケーションを終了するには、メニューの[ファイル](File)をクリックし、表示されるメニュー中

から[終了](Exit)をクリックするか、画面右上の「×」をクリックします。ファイルの保存の必要がない

場合にはすぐに終了しますが、ファイルを保存するかどうか尋ねられた場合は必要に応じて[はい]また

は[いいえ]をクリックして下さい。このとき[キャンセル]をクリックすると終了を中断できます。 

PC端末で利用できるアプリケーションは以下の通りです。 

 

JW CAD 

 JW CAD (MS-DOS) 

 JW CAD for Windows 

Mathematica 

 Mathematica 4 

 Mathematica 4 Kernel 

その他 

 +Lhaca 

 Win-BES 99 

 Windows NTエクスプローラ 

 電卓 

 コマンドプロンプト 

グラフィック 

 Breeze Designer 

 Irfran View 

 POV-Ray for Windows 

グラフ作成 

 gnuplot 

 Ngraph (MS-DOS) 

サーバ 

 ftp kinkoh 

 ftp kiriko 

 telnet kinkoh 

 telnet kiriko 

 X-Window kinkoh 

 X-Window kiriko 

ネットワーク 



 AL-Mail32 FD 

 Al-Mail32 MO 

 Exceed 

 FFFTP 

 Internet Explorer 

 Netscape Navigator 

 Tera Term Pro 

 Win VN 

プログラム言語 

 Microsoft Visual Basic 6.0 

 Microsoft Visual C++ 6.0 

 Microsoft Visual J++ 6.0 

 N88互換 BASIC for Windows 

 NJDev2 (JDK) 

 Fortran 

マイクロソフト・オフィス 

 Microsoft Excel 

 Microsoft PhotoEditor 

 Microsoft PowerPoint 

 Microsoft Word 

マルチメディア 

 QuickTime Player 

 RealPlayer 

 Windows Media Player 

変換 

 CoDesk 

 Wincode v2.7.3c 

文書 

 Acrobat Reader 4.0 

 K2Editor 

 SuperTag 32 Pro 

 メモ帳 

 ワードパッド 

 pLaTeX 

スタートアップ 

 プリンタ 

 リアルタイムモニタ 

 

４．ログオフと終了 

 

PC 端末での作業が終了したら、必ずログオフの操作を行ってください。続けてその端末を利用する

人がいなければコンピュータのシャットダウンも行って電源を切断してください。 

シャットダウンするには、画面左下の[スタート]をクリックし、表示されるスタートメニューから[シ

ャットダウン]をクリックして下さい。「次の方法で終了してもよろしいですか？」と表示されますので、

[コンピュータをシャットダウンする]を選択して、[OK]をクリックします。しばらく待つと自動的に電

源が切れますので、電源が切れたことを確認してから退室して下さい。 

 

※第２オープン端末室の PC端末は自動的に電源が切れませんので、上記の操作を行い、「電源を切断し

ても大丈夫です」と表示されたら、本体の電源ボタンを押して電源を切断して下さい。 

 

５．個人データの保存に関する注意 

 

PC端末にはハードディスク保護機能があり、起動の度にあらかじめ設定された初期状態となります。

このため、作業中にハードディスク内に保存されたデータはシャットダウンによりすべて削除されます。

保存しておきたいデータはフロッピーディスクかMOディスクに格納するようにして下さい。 

 

by 升屋 正人（総合情報処理センター） 


